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向⼭緑地・⽴野川から始める地域学〜東久留⽶の
隠れた名所へご招待

「向⼭緑地公園」をご存知ですか？
南沢地域には「竹林公園」や「南沢湧⽔群」
などの市⺠から親しまれている憩いの場所が
ありますが、まだまだ隠れた名所があるので
す。それが「向⼭緑地公園」と「立野川」で
す。
南部地域センターでは学校法⼈⾃由学

園、東久留米⾃然ふれあいボランティア、市
⺠有志の⽅々と共催で、「向⼭緑地」「立野
川」のすばらしさをもっと知ってもらいたいという
思いから４回連続講座を開講しました。
定員を超える２４名もの⽅々が受講され

ました。 

10⽉1⽇（⼟）
第⼀回「向⼭緑地・立野川へのご招
待〜豊かな植⽣を知ろう」
講師は⾃由学園最⾼学部の大塚ち
か子先⽣。⽇頃から向⼭緑地や立
野川でフィールドワークされている先
⽣のお話はわかりやすくて、理想的な
プロローグでした。

後半は⾃由学園最⾼学部４年⽣
が卒業研究で取り組んでいる立野川
とそこに⽣育する植物に関しての調
査結果を報告してくださいました。

座学の後は、みんなで実際に向⼭緑
地を⾒学に⾏きました。近くに住んで
いる受講⽣ですら場所を知らない⽅
もいらっしゃいました。

現在⾃⽣している植物の状況を⾃
然ふれあいボランティアの⽅々と⾃由
学園最⾼学部の学⽣が説明してくだ
さいました。

10⽉15⽇（⼟）
第⼆回「縄⽂時代の暮らしを知ろう」
講師は⾃由学園最⾼学部の奈良
忠寿先⽣。向⼭緑地・立野川周辺
からは縄⽂時代の遺跡が数多く出⼟
されています。⻑年発掘調査に関わ
ってこられた奈良先⽣のお話は興味
深く、受講⽣からの質問がとまりませ
んでした。

10⽉29⽇（⼟）
第三回「湧⽔と農村の暮らし・⾷・伝
統⾏事」
東久留米には現在でも７７世帯も
の専業農家が残っています。そして伝
統⾏事が継承されています。第三回
では現在も農業を営まれている地元
の⽅々からお話を伺いました。
なんとJA東京みらい東久留米地区
女性部の皆様が「蒸しまんじゅう」と
「ゆでまんじゅう」を作ってくださいまし
た。作りたてのおまんじゅうの美味しい
こと！

南沢で代々農業をされている篠宮善
道さんの昔話に魅了されました。ひば
りが丘周辺は⻨畑でヒバリの鳴き声
が聞かれたそうです。また、子どものこ
ろに聞いた話だと笠松坂から向⼭⼀
帯は⼭林で、⽥無から飲んで帰宅
中、狐に化かされて⼀晩中林の中を
歩き回った⼈もいたようです。
立野川の源流近くは沢ガニやヤツメ
ウナギがいたし、冷たい湧き⽔を飲ん
だり、橋の近くで釣りをしたことなどをお
話ししてくださいました。
また、農作業の移り変わりなど貴重な
体験談を聞かせていただきました。

JA東京みらい東久留米地区女性部
の島崎さんと海⽼沢さんによる農家
に伝わる年中⾏事のお話は時間が
⾜りなくなるぐらいに興味深いお話で
した。
農家の伝統⾏事や昔話を伺う機会
をこれからもっと作っていきたいと思い
ました。

11⽉12⽇（⼟）
第四回「武蔵野の⾃然を守るため
に」
講師に「東久留米⾃然ふれあいボラ
ンティア」の豊福正⼰さんをお迎えし
て、活動紹介と向⼭緑地の植⽣と保
全のための課題についてお話いただき
ました。

「東久留米⾃然ふれあいボランティ
ア」の皆さん。その広範な活動内容を
聞いた後では、東久留米の⾃然の
番⼈に⾒えてしまいました。

この4回講座の企画から準備まで担
ってくださった世話⼈の⽅々と⾃由学
園最⾼学部の学⽣さん。年齢を超
えた固い絆で講座を⽀えてくださいま
した。

写真は準絶滅危惧種のナガエミクリ
です。かけがえのない向⼭緑地・立
野川の⾃然を⼀緒に保全していきま
しょうとの呼びかけに、7⼈の⽅が名
乗りを上げてくださいました！この講
座がきっかけで地域がつながり、保全
活動が盛り上がることを期待していま
す。
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